
　
１
月
20
日
、
つ

い
に
世
界
を
揺
る

が
す
ア
メ
リ
カ
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
就
任
し
た
。
強

烈
な
歯
に
衣
着
せ

な
い
物
言
い
で
ア

メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
を
振
り
か
ざ
し

世
界
で
は
期
待
と
不
安
が
交
錯

し
て
い
る
▼
ト
ラ
ン
プ
は
早
速

オ
バ
マ
前
大
統
領
の
「
オ
バ
マ

ケ
ア
（
皆
保
険
制
度
）
」
見
直

し
の
大
統
領
令
を
発
し
、
大
企

業
優
遇
・
弱
者
切
り
捨
て
の
政

治
に
舵
を
切
っ
た
。
ま
た
批
判

者
に
対
し
投
票
に
行
っ
て
い
な

い
と
反
論
。
政
権
ス
タ
ー
ト
か

ら
横
暴
ぶ
り
が
全
開
だ
▼
日
本

に
目
を
向
け
れ
ば
、
同
日
招
集

の
通
常
国
会
で
は
「
批
判
に
明

け
暮
れ
た
り
、
言
論
の
府
で
あ

る
国
会
の
中
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
て
も
何
も
生
ま
れ
な
い
」

と
暴
言
を
吐
く
、
ト
ラ
ン
プ
と

同
じ
暴
れ
ん
坊
が
日
本
に
い
た
。

彼
ら
の
よ
う
な
者
が
権
力
を
持

ち
世
界
を
席
巻
す
れ
ば
恐
ろ
し

い
限
り
だ
▼
今
年
彼
は
ど
の
よ

う
な
横
暴
ぶ
り
を
見
せ
る
の
か
。

働
き
方
改
革
と
称
し
て
国
民
の

目
を
欺
き
、
貧
困
と
格
差
の
固

定
化
と
、
憲
法
施
行
70
周
年
の

節
目
に
憲
法
改
正
に
着
手
し
、

戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ
せ
る
魂

胆
な
の
は
明
ら
か
だ
▼
暴
れ
ん

坊
が
席
巻
す
る
社
会
で
は
崩
壊

し
か
生
ま
れ
な
い
。
多
く
の
生

活
者
・
労
働
者
の
声
で
こ
れ
以

上
の
暴
走
を
許
さ
ず
「
活
憲
」

の
引
導
を
渡
し
、
速
や
か
に
退

場
い
た
だ
こ
う
。

　

１
月
13
日
・
14
日
、
盛
岡
市
繋
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
単
組
か
ら
約
１
５
０
人
（
県
職

労
34
人
）
が
結
集
し
た
。
社
民
党
党
首
・
吉
田
忠
智
さ
ん
か
ら
、
春
闘
に
向
け
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
と
「
活
憲
」
を
柱
と
し
た
政
治
闘
争
を
両
輪
に
、
自
治
労
が
地
域
の
牽
引

役
と
し
て
闘
い
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
講
演
。
そ
の
後
、
分
科
会
で
春
闘
方
針
に
つ

い
て
討
論
を
深
め
た
。
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一部 40円　
組合員購読料は組合費に含む

拡
大
中
闘
委
・
支
部
代

会
議
で
課
題
議
論

県
職
労
分
科
会

13
年
連
続
の
給
料
の
特
別
調
整
額
（
管
理
職
手
当
）
削
減
提
案

【
地
公
共
闘
】 

勤
務
意
欲
維
持
に
懸
念
・
独
自
削
減
の
撤
回
求
め
る

　

野
中
県
本
部
委
員
長
は
「
安

倍
政
権
は
財
界
に
賃
上
げ
を
要

請
す
る
官
製
春
闘
を
繰
り
返
す

一
方
で
公
務
員
へ
の
合
理
化
攻

撃
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
政
府

は
働
き
方
改
革
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
を
発
表
し
た
が
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
と
称
し
て
、
合
理

的
理
由
が
あ
れ
ば
格
差
を
認
め

る
と
の
見
解
を
示
す
も
の
で
ま

や
か
し
に
過
ぎ
な
い
。
臨
時
・

非
常
勤
職
員
を
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
労
働
者
の
現
場
の
実
態
か
ら

安
心
し
て
生
活
で
き
る
賃
金
要

求
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、

春
闘
方
針
で
も
一
万
円
の
賃
上

げ
を
中
心
と
し
た
要
求
を
掲
げ

る
。
ま
た
来
た
る
解
散
総
選
挙

に
向
け
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
の
実
現
を
め
ざ
し
、
憲
法
理

念
を
政
治
に
活
か
し
た
政
治
勢

力
の
拡
大
の
た
め
運
動
の
拡
大

を
め
ざ
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
く
基
調
講
演
で
は
社
民
党

党
首
・
吉
田
忠
智
さ
ん
が
講

演
。
社
民
党
の
新
年
の
抱
負
と

し
て
「
活
憲
」
と
「
再
建
」
を

掲
げ
、
憲
法
９
条
違
反
の
戦
争

法
の
施
行
、
雇
用
の
劣
化
に
よ

る
格
差
と
貧
困
の
拡
大
な
ど
、

憲
法
理
念
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
お

り
、
憲
法
改
正
で
は
な
く
今
の

憲
法
理
念
を
活
し
た
政
治
へ
の

転
換
（
「
活
憲
」
）
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
破
壊
さ
れ
た
国
民
生

活
の
「
再
建
」
の
た
め
全
力
を

尽
く
す
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

自
治
労
は
、
地
域
の
労
働
運
動

の
要
で
あ
り
、
勤
務
労
働
条
件

の
経
済
闘
争
と
、
社
会
の
不
条

理
を
正
す
社
会
的
運
動
で
あ
る

政
治
闘
争
を
運
動
の
両
輪
に
据

え
、
闘
争
の
始
ま
り
で
あ
る
春

闘
か
ら
の
取
り
組
み
に
期
待
す

る
と
激
励
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

県
本
部
春
闘
方
針
の
提
起
を
受

け
、
各
分
科
会
で
討
論
を
深
め

た
。　
　

 

ま
た
、
夕
方
か
ら
県
本
部
躍

進
旗
開
き
が
開
催
さ
れ
、
今
年

の
運
動
前
進
に
向
け
団
結
を
深

め
た
。

　

県
本
部
春
闘
討
論
集
会
の
分

科
会
と
し
て
、
県
職
労
は
第
５

回
拡
大
中
央
闘
争
委
員
会
・
第

２
回
支
部
代
表
者
会
議
を
開
催

し
、
16
確
定
闘
争
の
総
括
に
向

け
た
運
動
課
題
や
、
17
春
闘
方

針
、
並
び
に
新
採
用
者
加
入
対

策
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

　

16
確
定
闘
争
か
ら
の
継
続
課

題
で
は
、
時
差
通
勤
拡
大
に
よ

る
職
場
へ
の
影
響
の
検
証
と
対

策
、
現
業
職
員
の
退
職
者
の
完

全
補
充
に
向
け
た
対
策
な
ど
を

討
論
・
確
認
し
た
。

　

17
春
闘
に
向
け
て
は
県
本
部

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
概
要

は
裏
面
掲
載
）
を
題
材
と
し
、

人
員
不
足
解
消
、
超
過
勤
務
手

当
の
適
正
支
給
等
の
職
場
課
題

の
改
善
を
中
心
に
春
闘
要
求
を

掲
げ
る
こ
と
、
現
行
の
人
事
評

価
制
度
の
問
題
点
を
更
に
検
証

し
具
体
的
な
運
用
改
善
を
求
め

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

新
採
用
加
入
対
策
は
、
今
年

度
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、
各

支
部
で
の
取
り
組
み
成
果
・
課

題
を
討
論
し
、
２
月
か
ら
各
支

部
で
新
採
用
加
入
対
策
会
議
を

開
催
し
、
着
任
時
か
ら
の
組
合

加
入
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化

す
る
こ
と
、
日
頃
か
ら
職
場
で

県
職
労
の
取
組
み
が
見
え
る
運

動
を
構
築
す
る
こ
と
等
を
確
認

し
、
意
思
統
一
し
た
。

　

１
月
24
日
、
当
局
は
県
地
方

公
務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
佐

藤
淳
一
岩
教
組
委
員
長
）
に
対

し
、
給
料
の
特
別
調
整
額
（
管

理
職
手
当
）
の
独
自
削
減
を
来

年
度
１
年
間
、
削
減
率
を
緩
和

し
た
う
え
で
継
続
し
た
い
と
提

案
（
提
案
内
容
は
表
の
と
お

り
）。
人
勧
制
度
に
よ
ら
な
い

賃
金
削
減
が
13
年
連
続
と
な

る
。
地
公
共
闘
は
、
提
案
時
に

佐
藤
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を

行
い
、
問
題
点
を
追
及
、
撤
回

を
求
め
た
。

　

提
案
理
由
に
関
し
、
佐
藤
総

括
課
長
は
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
２
０
１
８
年
度
の
中
期
財
政

見
通
し
に
よ
り
、
２
０
１
８
年

度
に
は
公
債
費
が
大
幅
に
減
少

す
る
も
の
の
、
社
会
保
障
費
等

の
増
に
よ
り
、
多
額
の
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
る
と
し
、
歳
入

確
保
と
と
も
に
人
件
費
も
含
め

た
歳
出
削
減
努
力
の
継
続
が
必

要
と
し
つ
つ
、
高
齢
層
職
員
の

勤
務
意
欲
に
配
慮
す
る
た
め
、

削
減
率
を
緩
和
の
う
え
実
施
し

た
い
と
し
た
。
な
お
、
職
員
の

勤
務
意
欲
確
保
も
課
題
意
識
を
持

っ
て
取
り
組
む
、
給
料
及
び
他

の
諸
手
当
の
減
額
は
し
な
い
と

述
べ
た
。

　

交
渉
団
か
ら
、
削
減
率
を
緩

和
す
る
も
財
政
難
の
ツ
ケ
を
職

員
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
納
得

で
き
ず
、
人
勧
に
よ
ら
な
い
独

自
削
減
の
継
続
は
断
じ
て
認
め

ら
れ
な
い
、
長
期
に
及
ぶ
独
自

削
減
は
特
例
で
も
な
く
直
ち
に

終
了
す
べ
き
、
勤
務
意
欲
の
失

墜
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
、
撤

回
を
強
く
求
め
た
。

　

佐
藤
人
事
課
長
は
、
毎
年
の

予
算
編
成
を
踏
ま
え
て
削
減
を

検
討
し
て
お
り
、
終
了
見
通
し

を
示
す
の
は
困
難
、
様
々
な
要

素
を
踏
ま
え
継
続
を
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
の
姿
勢
に
終
始

し
、交
渉
は
平
行
線
と
な
っ
た
。

　

佐
藤
議
長
か
ら
、
人
勧
に
よ

ら
な
い
削
減
は
許
さ
れ
ず
、
財

政
面
の
更
な
る
工
夫
を
す
べ
き

こ
と
、
職
員
の
勤
務
意
欲
の
維

持
の
た
め
再
考
す
べ
き
と
し
、

次
回
総
務
部
長
交
渉
で
検
討
結

果
を
示
す
よ
う
求
め
、
交
渉
を

終
え
た
。
県
職
労
は
地
公
共
闘

に
結
集
し
、
提
案
撤
回
に
向
け

闘
争
を
強
化
し
て
い
く
。

自治労県本部
春闘討論集会
自治労県本部
春闘討論集会

人
員
不
足
解
消
な
ど
職
場
課
題
を
議
論

人
員
不
足
解
消
な
ど
職
場
課
題
を
議
論

春
闘
要
求
実
現
と
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
う

春
闘
要
求
実
現
と
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
う

給料の特別調整額（管理手当）の
削減提案概要

給料の特別調整額（管理手当）の
削減提案概要

提案の撤回を求める地公共闘交渉団（左）・答弁する佐藤人事課長（右）提案の撤回を求める地公共闘交渉団（左）・答弁する佐藤人事課長（右） 県職労分科会の様子県職労分科会の様子

部長級・副部長級

５％減額
（現行10％減額）

３％減額
（現行５％減額）

総括課長

「
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
」
投
票
を

成
功
さ
せ
よ
う
！

　

県
本
部
春
闘
討
論
集
会
で
講
演
す
る
、

吉
田
忠
智
社
民
党
党
首（
円
内
）、
吉
田
党

首
を
中
心
に
、
旗
開
き
で
躍
進
を
誓
う
青

年
・
女
性
部
の
仲
間（
下
）

（
投
票
ゾ
ー
ン 

２
月
８
日
〜
15
日
）
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増加する長時間労働
深刻な人員不足顕著に

新
年
の
躍
進
を
期
し
て
「
旗
開
き
」

各
支
部
で
決
意
固
め
あ
う

二戸支部旗開き二戸支部旗開き

宮古支部旗開き宮古支部旗開き

北上支部旗開き北上支部旗開き

県庁・盛岡合同旗開き県庁・盛岡合同旗開き一関支部旗開き一関支部旗開き

　

組
合
員
８
５
４
人
か
ら
回
答

を
い
た
だ
い
た
。
生
活
実
態
は

「
変
わ
ら
な
い
」
が
前
年
よ
り

増
加
、
賃
上
げ
要
求
額
は
県
職

労
平
均
で
月
額
９
、
０
３
５
円

（
前
年
比
▲
１
、
０
９
４
円
）

と
な
っ
た
。
３
年
連
続
の
賃
上

げ
を
実
現
し
て
い
る
も
の
の
、

生
活
改
善
に
は
程
遠
く
、
大
幅

な
賃
金
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な

っ
た
。

　

職
場
実
態
で
は
、
平
均
時
間

外
労
働
時
間
は
「
11
〜
20
時

間
」
・
「
31
〜
45
時
間
」
が
増

加
し
、
大
規
模
欠
員
に
加
え
、

台
風
災
害
や
国
体
対
応
も
相
ま

っ
て
加
重
労
働
を
強
い
ら
れ
た

こ
と
や
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
残

業
が
生
じ
て
い
る
と
の
回
答
が

約
５
割
に
上
る
こ
と
、
昨
年
の

年
次
有
給
休
暇
取
得
実
績
も
昨

年
に
比
べ
取
得
日
数
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
、
厳
し
い
勤
務
実

態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
職
場

の
一
言
要
求
で
は
、
「
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
配
置
基
準
に
人

員
が
満
た
ず
疲
弊
し
て
い

る
」
、
「
担
当
業
務
が
多
く
若

手
へ
の
指
導
が
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
実
態
が
寄
せ
ら
れ
、
人

員
確
保
・
超
過
勤
務
縮
減
・
手

当
の
適
正
支
給
な
ど
、
職
場
改

善
を
求
め
る
声
が
集
約
さ
れ
た
。

　

政
治
政
策
で
は
、
医
療
・
介

護
な
ど
生
活
に
身
近
な
分
野
に

関
心
が
高
い
一
方
で
、
安
倍
政

権
が
目
論
む
憲
法
改
正
や
労
働

法
制
改
悪
等
の
関
心
が
低
く
、

解
散
総
選
挙
に
向
け
た
政
治
闘

　

１
月
６
日
の
県
庁
・
盛
岡
支

部
を
皮
切
り
に
各
支
部
で
新
春

旗
開
き
が
開
催
さ
れ
た
。
県

庁
・
盛
岡
支
部
旗
開
き
に
は
約

90
人
が
参
加
。
開
会
に
当
た
り

盛
岡
支
部
佐
藤
勝
志
書
記
長
が

「
昨
年
の
確
定
闘
争
で
は
、
賃

上
げ
が
実
現
し
た
も
の
の
、
配

2017春闘アンケート結果自　治　労
岩手県本部

釜石支部旗開き釜石支部旗開き

久慈支部旗開き久慈支部旗開き 気仙支部旗開き気仙支部旗開き

胆江支部旗開き胆江支部旗開き

偶
者
の
扶
養
手
当
見
直
し
や
人

員
課
題
な
ど
継
続
課
題
も
山
積

し
て
い
る
。
運
動
前
進
を
期
し

て
、
団
結
を
深
め
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
和
や
か
な
懇
談
で
盛

会
に
終
わ
っ
た
。
各
支
部
で
も

盛
会
に
開
催
さ
れ
、
今
年
の
運

動
前
進
に
向
け
決
意
を
固
め
た
。

争
の
学
習
強
化
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

県
職
労
で
は
、
確
定
闘
争
の

継
続
課
題
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
春
闘
方

針
を
確
立
し
、
来
た
る
春
闘
交

渉
な
ど
を
通
じ
て
、
課
題
解
決

に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。


